
第３学年 理科学習指導案 
日立市立台原中学校  

１ 単元名  自然界のつり合い 
 
２ 単元の目標 
 ○ 自然界の生物のつり合いや環境問題について興味をもち，進んで実験や観察，調査を行って調べようとする。 

                                          （自然事象への関心・意欲・態度） 
○ 自然界の分解者のはたらきや生物どうしのつり合いのしくみを説明することができる。 

（科学的な思考・表現） 
  ○ 分解者のはたらきを調べる実験を行ったり，資料などを活用して身近な地域の食物連鎖について調べるたりす

ることができる。                                （観察・実験の技能） 
○ 自然界では食物連鎖のはたらきによって物質が循環していることや，生物どうしのつり合いが保たれているこ
とを理解できる。                          （自然事象についての知識・理解） 

 
３ 単元について 

      本単元では，自然界では生産者である植物，消費者である動物，分解者である菌類・細菌類などの微生物が生活し，
生態系の中でつり合いが保たれていることを見い出させることがねらいである。これまで生徒たちは，小学校では，第６
学年で，生物は，水及び空気を通して周囲の環境と関わって生きていること，また，生物の間には食べる・食べられるの関係
があることを学習してきている。また，中学校では，第１学年の「植物の体のつくりとはたらき」で，植物は光合成や呼吸な
どを行っていること，第２学年「動物の仲間」で，動物には肉食のものや草食のものなどがあることについて学習してきた。  

＜実態調査＞（９月４日実施  男子１９名 女子１３名 計３２名） 
○生態系について知っていること（複数回答可）※１０人以上のもののみ 
 ・食物連鎖（１９名）・食べる，食べられるの関係（１５名）・生物どうしの関係（１３名） 
・草食動物，肉食動物（１０名）                          など 

○理科は好きですか     ・はい（２０名）・いいえ（１２名） 
○どの分野が好きですか。 ・生物（１２名）・地学（９名）・物理（６名）・化学（５名） 
○理科のどんな活動がすきですか。    ・実験，観察を行う活動（１０人）・友達と話し合う活動（８人）  

・先生の説明を聞く活動（６人）・１人でじっくり考える活動（５人）・結果から考察する活動（３人） 

  生徒に「生態系」という言葉についてどんなこと知っているかアンケートとってみると，多くの生徒が食物連鎖
などの生物ばかりに目がいっていて，生物と環境の関係について答えている生徒は少ないことがわかる。また，理
科を嫌いと答えている生徒が多く，分野別に見ていくと，物理や化学より，生物や地学の分野より，苦手と考えて
いる生徒が多い。また実際の授業の様子でも，実験・観察には意欲的に取り組むが，その結果を考察するこ
とに自信が持てず，友達に頼ってしまう生徒が多い。 

  本単元では，ここまでの学習を踏まえて，生物どうしの関係を，食べる・食べられるという関係でとらえていく
ときに，食物連鎖のような一方向の関係だけでなく，より複雑に入りくんだ網目状の食物網による生物どうしのつ
ながりを理解させるとともに，生物の個体数に注目させることで，自然界で生活している生物どうしのつり合いが
保たれていることに気づかせるようにする。自然界について考える際に，生物どうしの関係のみに注目するのでは
なく，炭素や酸素などの循環と関連づけながら，生物とそれをとりまく環境を一つの大きなまとまりとしてとらえ
た生態系として考えられるようにする。具体的な例を紹介することで，今学習が現在の生活と大きく関わっている
ことに気づくことができるようにする。考察を苦手としている生徒が多いので，ホワイトボードなどを用いながら
話合い活動を積極的に取り入れ，自分の考えを深められるようにしていく。 

 
４ 指導計画（７時間扱い） 

次 時 学習内容 観点別評価規準 

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 技能 知識・理解 

１ １ 
２ 
本時 

１生物どうしのつり合い 
・食物連鎖と食物網 
・食物連鎖のピラミッド 

生物が自然の中
で食べる・食べられ
るという関係の中
で生活しているこ
とに関心をもち，い
ろいろな資料をも
とにそれらの関係
を調べようとする。 

生物は食物網によっ
て網目状につながって
いることを見い出すと
ともに，生物の個体数
の量的な関係につい
て，自らの考えを導い
たりまとめたりして，
表現している。 

 自然界では，生物は
食べる・食べられると
いう関係の中で生活し
ていることを理解し，
消費者，生産者などに
ついての知識を身につ
けている。 

２ ３ 
４ 
５ 

２土の中の生物のはたらき 
・土の中の小動物 
・土の中の微少な生物 

落ち葉や生物の
死がいのゆくえに
関心をもち，土中の
小動物や微生物を
意欲的に探求する。 

落ち葉などの有機物
が分解されるのは，土
の中の小動物や微生物
のはたらきによること
を推察し，自らの考え
を導いたりまとめたり
している。 

土の中にはたくさん
の生物がいること，小
動物や微生物のはたら
きによって有機物が分
解されることを調べる
ことができる。 

 

３ ６７ ３自然界で循環する物質 物質の循環に関
心をもち，自然を大
切に保全しようと
する。 

物質の循環を通し
て，すべての生物がつ
ながっていることに気
づくことができる。 

 生産者，消費者，分
解者のはたらきを通し
て，炭素や酸素などが
循環していることを理
解しいる。 



７ 本時の指導 
（１）目標  食べる・食べられるという関係と生物の個体数から，生物界では生物がつり合いを保って生活していることを説明

することできる。 
（２）準備・資料  植物や動物のイラスト・ワークシート・ホワイトボード 
（３）展開 

学習活動・内容 形態 
時間 

支援の手立て・評価（方法） 

１ 本時の課題を確認する。 
 
 
 
２ 食物連鎖と個体数の関係について考え
る。 

 例 タカ 1 羽につき，カエル約 10 万匹，
バッタが約 25 万匹，植物が約 200 万
本それぞれ必要になる。 

 
３ 食物連鎖のピラミッドについて説明を
聞く。 

個体数 少 
 
 
 
 
 

個体数 多 
 
 
４ 一時的にピラミッドのバランスが崩れ
る場合について，この後どうなっていくか
を考える。 

  個人→グループ 
例：タカ（肉食動物）が増える・減る場合 
  バッタ（草食動物）が増える・減る場合 
  草（植物）が増える・減る場合 
 
 
 
 
 
 
５ 考えた内容を全体で発表する。 
 ＜生徒の考え＞ 
 肉食動物が増える→草食動物が減る→ 
 植物が増え，肉食動物が減る→草食動物が
増える→植物が減る→もとに戻る。 

 
６ 食物連鎖のピラミッドのもとのつり合
いに戻らなくなる例を知り，生物がつり合
いを保って生活することの大切さについ
て考える。 

  ・外来種 
  ・生物の絶滅        など 
 
７ 本時のまとめを行う。 
 ・食物連鎖のピラミッドのつり合いはもと
に戻ろうとするが，環境が大きく変化する
などの特別な場合はもとに戻らなくなる。 

 
９ 次時の学習内容を確認する。 

一斉 
（３分） 
 
 
一斉 
（５分） 
 
 
 
 
一斉 
（５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人 
→ グ ル
ープ 
（15 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
（10 分） 
 
 
 
 
一斉 
（５分） 
 
 
 
 
 
一斉 
（５分） 
 
 
 
一斉 
（２分） 

○視 言葉だけでなく，植物や草食動物，肉食動
物のイラストを用意することで，視覚的にとら
えられるようにする。 

 
○ 実際の値を紹介することで，肉食動物が生
きていくためにはどれだけの多くの生物が必
要であるかとらえやすくする。 

○ 生産者と消費者，食物連鎖について例と関
連づけながら確認していく。 

○ 生徒にクイズ形式で問いかけながら，食物
連鎖と個体数の関係に気づけるようにする。 

○ 生産者→消費者（草食動物）→消費者（肉
食動物）の順で個体数が減っていることを全体
で確認し，ピラミット型になっていることが理
解できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
○学 個人で考える時間を充分確保することで自
分の考えをもったで話合いに参加できるよう
にする。 

○個 段階的に考えられるように，ワークシート
にピラミッドの図を複数用意し，この生物が増
えたら（減ったら）他の生物はどうなるか？順
をおって考えるように机間指導しながら声か
けを行う。 

○学 ホワイトボートをグループごとに用意し，
ホワイトボードを活用しながら話合いが行え
るようにする。また，ホワイトボードに自分た
ちの考えを書き，まとめや発表の時に再度活用
するようにする。 

 
 
 
 
 
 
○ 実際に起こった食物連鎖のピラミッドがも
とのつり合いにもどらなくなった例を紹介す
ることで，生徒に本時の学習が生活と関連して
いること伝える。 

 
 
 
○ 再度課題を確認することで，本時の学習内
容を振り返ったうえでまとめにつなげられる
ようにする。 

 
 
○ 次時の学習内容を伝えることで，見通しを
もって学習できるようにする。 

 

 (４) 支援のための手立て  ○学 学び会いのための支援  ○視 視覚からの支援 
○個 個への支援        ○安 安全確保のための支援 

植物や草食動物，肉食動物の個体数が変
わると他の生物の数はどう変わるだろう。 

○評【思考・表現】 
食物連鎖のピラミッドが，個体数に一時

的な増減があっても，つり合いが保たれる
ことを説明することができる。 
（ワークシート・発表） 


